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一 

 



 

一
九
七
八
年
六
月
十
六
日
に
提
出
し
た
同
題
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
に
は
、
か
な
り
事
実
に
反
し
、
実
態

と
異
な
る
部
分
が
見
受
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
お
よ
そ
一
年
間
、
日
大
当
局
と
学
生
の
動
向
を
見
守
つ
て
き
た
。 

同
大
文
理
学
部
の
検
問
体
制
は
質
問
主
意
書
提
出
後
間
も
な
く
緩
和
さ
れ
、
ま
た
同
大
農
獣
医
学
部
に
お
い
て

は
、
通
称
「
誠
心
会
」
の
名
で
「
活
動
」
し
て
い
た
学
生
グ
ル
ー
プ
が
、
そ
の
後
は
「
誠
心
会
」
の
名
を
用
い
ず
に
学
園

祭
に
参
加
す
る
等
、
若
干
「
改
善
」
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
点
も
あ
つ
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
同
質
問
主
意
書
第
三
項
に
係
る
同
大
法
学
部
三
崎
町
校
舎
に
お
い
て
は
、
学
生
対
策
に
妥
当

性
を
欠
く
措
置
が
と
ら
れ
、
こ
と
に
「
ロ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
」
を
内
容
と
す
る
強
硬
策
が
と
ら
れ
た
時
点
で
は
、
そ
れ

に
抗
議
す
る
学
生
に
「
警
備
員
」
等
が
暴
力
を
ふ
る
う
な
ど
、
好
ま
し
く
な
い
事
件
す
ら
発
生
し
て
い
る
。 

 
ま
た
、
質
問
第
二
項
の
経
済
学
部
学
生
青
木
雅
彦
君
の
「
事
故
死
」
に
関
し
て
は
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
り
、
少 

学
校
法
人
日
本
大
学
に
お
け
る
学
生
の
自
治
、
学
生
対
策
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

な
く
と
も
同
君
の
両
親
及
び
友
人
等
関
係
者
に
と
つ
て
、
そ
の
死
因
や
背
景
に
つ
い
て
納
得
し
え
な
い
も
の
を
多

く
残
し
て
お
り
、
「
答
弁
」
の
よ
う
な
、
一
切
解
決
ず
み
と
は
い
い
か
ね
る
事
態
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ 

 

た
。 学

校
法
人
日
本
大
学
は
、
連
年
、
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
の
配
分
額
第
一
位
を
占
め
る
大
学
で
あ
る
。
そ

の
国
民
に
対
す
る
責
任
の
大
き
さ
に
徴
し
て
も
、
真
に
「
紛
争
」
の
な
い
大
学
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
日
本
大
学
の
真
の
正
常
化
へ
の
対
策
は
、
極
め
て
緊
急
を
要
す
る
と
考
え
る
。
従
つ
て
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

同
大
農
獣
医
学
部
に
お
い
て
、
一
九
七
八
年
十
一
月
上
旬
開
催
の
学
園
祭(

三
茶
祭)

に
際
し
て
、
同
学
部
学

生
サ
ー
ク
ル
社
会
科
学
研
究
会
の
企
画
に
係
る
講
演
会
を
、
講
師
（
茶
本
繁
正
、
青
地
晨
の
両
氏
）
に
難
点
あ
り

と
し
て
不
許
可
と
し
、
講
師
を
変
更
さ
せ
た
理
由
と
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
。 

特
に
、
右
の
こ
と
と
一
九
六
九
年
二
月
五
日
付
「
学
部
提
案
」
以
降
、
保
障
さ
れ
た
は
ず
の
学
生
自
治
活
動
と 

四 

 



 

四 

同
大
経
済
学
部
学
生
青
木
雅
彦
君
の
「
事
故
死
」
に
関
し
て
、
同
君
の
両
親
及
び
関
係
者
に
対
し
て
一
切
の
関

係
資
料
を
と
と
の
え
て
責
任
者
（
理
事
・
教
職
員
・
関
係
医
師
等
）
か
ら
説
明
す
る
用
意
あ
り
や
。 

三 

一
九
七
八
年
同
題
質
問
主
意
書
に
対
す
る
「
答
弁
」
以
後
の
同
大
法
学
部
学
生
鈴
木
俊
博
君
の
容
態
と
現
況
に

つ
い
て
。
そ
の
後
明
ら
か
に
な
つ
た
で
あ
ろ
う
「
焼
身
抗
議
」
の
目
的
・
内
容
等
に
つ
い
て
。 

二 

一
九
七
八
年
九
月
以
降
の
同
大
法
学
部
三
崎
町
校
舎
に
お
け
る
「
ロ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
」
を
含
む
学
生
対
策
の
詳

細
、
と
り
わ
け
「
警
備
員
」
等
と
学
生
と
の
間
に
発
生
し
た
暴
力
事
件
の
て
ん
ま
つ
に
つ
い
て
。
「
警
備
員
」
に
よ

つ
て
暴
行
さ
れ
重
傷
を
負
つ
た
同
大
法
学
部
学
生
上
原
、
鈴
木
両
君
の
「
告
訴
」
の
内
容
と
、
学
部
当
局
の
対
応

に
つ
い
て
。 

の
関
係
に
つ
い
て
。
廃
止
さ
れ
た
は
ず
の
「
学
則
三
一
条
」
準
則
と
の
関
係
に
つ
い
て
。 

ま
た
、
学
部
当
局
の
同
君
と
父
兄
へ
の
対
処
の
仕
方
に
つ
い
て
。 

ま
た
、
同
大
法
学
部
の
学
生
自
治
、
学
生
対
策
の
現
状
、
正
常
化
へ
の
展
望
に
つ
い
て
。 

五 

 



 

 

六 
五 
現
在
、
同
大
法
学
部
、
文
理
学
部
、
経
済
学
部
ほ
か
と
雇
用
そ
の
他
の
契
約
関
係
に
あ
る
警
備(

保
障)

会
社

の
社
名
、
本
社
所
在
地
、
代
表
者
氏
名
、
日
大
に
配
置
さ
れ
て
い
る
「
警
備
員
」
の
人
数
、
現
場
責
任
者
氏
名
、

一
切
の
手
当
を
含
む
一
人
当
た
り
の
最
低
、
最
高
、
平
均
賃
金(

日
額
ま
た
は
月
額)

に
つ
い
て
、
学
部
別
に
明

ら
か
に
さ
れ
よ
。 

右
質
問
す
る
。 


